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今、大野市政は飛躍発展の

ために数々の問題を控えてい

ます。それは、越美北線の早

期開通、奥越電源開発の早期

着工、観光、地下資源の開発

大工場の誘致などです。この

大事業を遂行するには、市の

力だけでは到底解決のできな

い問題もあるので、県や国の

積極的な協力を得なければな

らず、新らしく選ばれた北知

事を、5月28日大野市へ招き、

午後1時から、国、県道の拡張、

補修、橋りようの架替などを

陳情するとともに、現地を視

察しました。その後、大野公

民館で市議会議員のほか、各

種団体長ら約ZO名が集つて、

北知事を囲み恕談会を開きま

した。

電
源
開
発
の
早
期
着
工
な
ど

市
か
ら
二
十
六
項
目
を
要
望

　

森
広
市
長
や
、
面
屋
副
議
長
始

め
関
係
議
員
ら
多
数
が
花
山
峠
で

北
知
事
を
迎
え
、
花
山
峠
、
囮
、

県
道
、
西
五
箇
橋
、
清
滝
橋
、
日

の
出
善
隣
館
な
ど
の
現
場
視
察
を

終
え
、
午
後
五
時
か
ら
大
野
公
民

館
で
懇
談
会
を
開
い
て
、
知
事
に

種
々
市
か
ら
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
森
広
市
長
は
、
北
知
事
に

当
選
の
栄
を
た
た
え
、
大
野
方
面

は
こ
れ
ま
で
県
政
に
取
り
残
さ
れ

て
い
た
感
が
深
い
か
ら
今
後
積
極

的
な
協
力
を
賜
り
た
い
旨
を
述
べ

と
く
ヽ
に
、
越
美
北
線
の
早
期
開
通

や
、
9
越
電
源
開
発
の
早
期
着
工

大
工
場
の
誘
致
、
国
、
県
道
の
補

修
拡
張
、
農
業
の
近
代
化
な
ど
に

大
野
市
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
県
政

の
面
に
反
映
さ
せ
て
欲
し
い
と
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

県
政
に
大
野
時
代
き
た
る

　

続
い
て
北
知
事
は
、
公
約
で
あ

っ
た
交
通
網
の
充
実
聯
備
、
観
光

の
伸
震
、
中
小

企
業
者
の
育
成

発
達
、
農
業
の

近
代
化
な
ど
に

県
政
の
重
点
か

置
き
た
い
と
語

り
、
さ
ら
に
一
竃

源
開
発
、
越
美

北
線
の
早
期
開

通
、
地
下
、
観

光
資
源
の
開
発
な
ど
、
9
越
の
開

　
1
が
直
ち
に
県
の
発
託
に
結
び
つ

く
の
で
、
今
後
、
福
井
県
政
に
、

大
野
0
代
が
き
た
感
が
す
る
と
話

し
か
け
、
県
政
に
も
一
層
協
力
し

て
欲
し
に
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

知
事
へ
の
は
情
の
主
な
も
の
は

欠
乃
と
お
り
。

◇
花
山
峠
は
冬
期
間
吹
雪
溜
り
に

な
っ
て
．
交
通
が
と
絶
す
る
の

で
、
こ
の
弊
害
を
な
く
す
る
よ

う
峠
の
谷
間
に
覆
を
す
る
こ
と

ハ
〉
東
椙
三
5
駅
か
ら
花
山
峠
へ
の

　

昌
装
、
。
道
、
隔
井
～
9
本
練

○
土
布
弧
J
？
下
麻
生
島
間
の
県
道

　

拡
張
、
県
道
。
‐
山
？
今
井
鎗

　

の
拡
張
、
土
布
子
橋
の
か
け
替

　

え
◇
西
五
箇
鴫
清
滝
橋
の
か
け
替

　

え
、
県
道
、
大
野
～
雨
六
呂
師

線
、
下
庄
地
区
中
保
と
富
田
地

区
下
麻
生
島
と
を
結
ぶ
橋
、
国

道
、
金
沢
～
岐
阜
線
、
東
中
地

籍
に
か
か
る
清
滝
橋
の
か
け
替

え
◇
日
の
出
善
隣
館
の
早
期
建
替
え

貸
吋
金
刀
期
限
延
長
と
噌
順

　

融
資
子
託
金
や
店
舗
改
装
資
金

の
貸
付
を
受
け
る
の
に
、
申
請
や

手
続
に
要
す
る
期
間
が
長
く
か
か

り
、
実
際
に
融
資
さ
れ
る
期
間
が

短
か
い
か
ら
、
こ
の
期
間
を
二
年

な
い
し
、
三
年
間
に
し
て
欲
し
い

な
お
貸
付
額
と
幅
を
広
く
す
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

救
護
施
設
の
誘
致
を
要
望

　

県
は
救
護
施
設
の
新
築
を
計
画

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
大
野
市
に

適
地
が
あ
り
、
敷
地
な
ど
に
つ
い

て
も
話
し
合
つ
用
意
が
あ
る
旨
か

知
串
に
訴
え
、
こ
の
誘
致
を
強
ぞ

要
望
し
ま
し
た
。

保
健
所
の
昇
格
と
充
実

　
　

保
健
所
大
野
出
張
所
を
、
大
野
一

保
健
所
に
昇
格
し
、
又
は
権
限
を

　

与
え
地
域
住
民
の
便
利
を
図
る
よ

う
こ
し
て
欲
し
い
と
要
価

県
政
偏
重
の
是
正

　

県
政
が
こ
れ
ま
で
、
県
の
中
央

に
集
中
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
が
今
後
、
大
野
方
面
に
重

点
を
置
い
て
欲
し
い
と
要
望

土
地
改
良
、
畜
産
の
奨
働

　

流
水
客
土
、
下
庄
地
区
の
排
水

施
設
、
乳
牛
、
和
牛
の
人
工
授
精

用
種
オ
λ
の
貸
付
に
つ
い
て
要
望

　

こ
の
ほ
か
数
多
く
の
要
望
を
受

け
ら
れ
て
午
後
六
時
四
十
分
散
会

し
ま
し
た
。

〔
写
真
説
明
上
、
花
山
峠
で
の

陳
情
中
、
西
五
箇
橋
下
、
座

談
会
〕

市民サービスの向上
大矢戸区など8区に部落電話

　

5月初めに11ろ万ろ千円を費し、小矢戸

大矢戸、西瓜東大月、西大月、太田、矢、

東中の8区に部落電話を架設しました、

この8区の198世帯はこれから至極便利

な生活ができることになりました。

　

大野市の面積は全国の市のうちでも

広いうちに数えられているので、市民

と市役所との連絡にも非常に困難を極

めてきました。そこで市では、昭和ろ1

年度から部落電話の架設に力をそそぎ

住民サービスの向上に当ってきました

急病のときや非常の場合、いろいろの

ことが電話－ツで事足りることになり

ましたので完成した地区では、住民か

らたいへん好感をもたれています。

嵐
見
鶏
一

カ
ラ
ツ
ユ

だ
と
天
の

川
の
水
が

枯
れ
、
渡
し
の
舟
が
通
ら
な
く
な

る
の
で
、
年
に
一
度
の
会
う
瀬
か

楽
し
む
犬
飼
星
と
織
女
星
は
合
う

事
が
出
来
な
く
な
る
。
そ
の
悲
L

み
の
た
め
、
夏
中
冷
い
雨
が
降
り

そ
そ
い
で
、
そ
の
年
は
不
作
で
ふ

る
と
い
う
童
話
が
某
地
方
に
あ
k
…

v
－
＾
ノ
だ
▲
幸
な
事
に
、
今
年
の

梅
雨
は
平
年
並
の
雨
量
で
あ
る
芦

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
農
作
物
が
磐

穣
で
あ
り
、
我
々
の
食
膳
を
賑
祠

し
て
く
れ
る
事
を
祈
り
た
い
も
の

で
あ
る
。
A
「
ツ
ユ
な
ん
て
、
ジ

メ
ジ
メ
し
て
い
て
い
や
だ
な
あ
」

な
ん
て
言
う
な
か
れ
、
静
か
に
音

も
な
く
、
柿
の
葉
や
竹
林
や
、
で

ぬ
ぎ
林
を
ぬ
ら
す
細
い
雨
脚
、
戈

し
た
傘
に
訪
れ
る
さ
さ
や
き
、
灸

し
て
小
止
み
の
ひ
と
と
き
に
は
、

エ
ン
ビ
服
の
ツ
バ
メ
が
飛
び
交
い

池
に
は
蛙
が
小
さ
な
波
絞
を
ひ
ろ

げ
る
。
正
に
画
情
豊
か
な
眺
め
で

は
な
い
か
A
古
来
、
日
本
人
け

自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
民
族
で

あ
っ
た
が
、
激
し
い
世
相
の
移
h

変
り
、
生
存
競
争
の
激
し
さ
に
i

ま
れ
る
近
代
人
は
、
自
然
の
美

1

さ
に
目
を
向
け
る
事
を
忘
れ
に
附
翫

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▲
た
ま
（

休
日
、
な
り
わ
い
を
忘
れ
、
梅
雨

の
持
つ
特
殊
な
日
本
的
な
画
景
か

ゆ
っ
く
り
と
観
賞
す
る
心
の
ゆ
お

り
を
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
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豊穣の笑み
柔らかい初夏の日ざし

が黄金邑に染まつか芳

畑に降りそそいで、豊かな麦秋をつげている

たわわにふくらんだ麦穂は重く垂れこんで、

畑に働く乙女の面をほころばせる。

　

古老は「秋作りは、春作りににる」といっ

ているが、これがまことなら、5年続きの豊作

もまちがいない所だ。もしこの夢が結ばれて

豊作が平年作におきかえられることになると

農家収入も安定し、経営もうん、と近代化され

るにちがいない。こうなったらいたずらに都

市へあこがれる青年子女も少くなり、田園大

野都巾ももっと勢づいてくるであろう。

　　　　　　

（写真は松丸で写す）

市祭行事決る

全
国
民
謡
パ
レ
ー
ド

花
火
大
会
な
ど

恒
例
の
市
祭
は
六
月
二
十

八
日
か
ら
、
七
月
三
日
ま

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
七
月
二
日
の
午
前
九
時

か
ら
有
終
西
小
学
校
で
全
円
民
謡
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
同
日

の
午
後
七
時
か
ら
は
、
亀
山
公
園
で

花
火
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
市
祭
行
事
は
次
の
と
お
り

の
ど
自
慢
予
選
六
月
二
十
八
日

午
後
六
時
乾
側
、
下
庄
、

六
月
二
十
九
日
午
後
六
時
、
上
庄

小
山
六
月
三
十
日
午
後
六
時
．
阪
谷
、

富
田
、

七
月
一
日
午
後
一
時
、
五
箇
公
民

館
、
午
後
六
時
、
上
打
波
小
学
校

六
間
広
場
、

七
月
二
日
午
前
九
時
全
国
民
謡
パ

レ
ー
ド
、
西
校
、
午
後
七
時
花
火

大
会
、
亀
山
公
園

七
月
三
］
正
午
、
自
転
車
競
走
、

西
校
出
発
、
午
後
七
時
。
の
ど
自

慢
決
5
、
西
校

遺
児
五
四
名

靖
国
神
社
へ
参
拝

　

昭
和
二
十
七
年
か
ら
続
け
ら
れ
た

遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
は
、
今
年
が

最
後
に
な
る
の
で
、
三
名
の
小
学
生

も
含
め
、
五
四
名
が
靖
国
神
社
へ
参

拝
し
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
六
日
午
前
七
時
に
大
野

を
出
て
、
東
海
道
線
を
回
り
、
午
後

十
時
二
十
分
に
東
京
駅
に
着
き
ま
し

た
。

　

翌
二
十
七
日
靖
囚
神
社
へ
参
拝
、

父
を
な
く
し
て
か
ら
苦
難
の
道
を
乗

り
切
っ
て
来
た
だ
け
あ
っ
て
、
姿
な

き
父
と
の
対
面
は
一
し
お
感
深
い
面

持
で
、
将
来
の
成
長
を
堅
く
誓
っ
た

光
景
は
誠
に
い
じ
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
皇
居
、
上
野
動
物
園
、

三
越
百
貨
店
、
国
会
議
事
堂
、
東
京

圓
際
空
港
、
横
浜
山
下
公
園
、
汗
の

島
な
ど
を
見
字
し
二
十
九
日
午
前

六
時
四
三
分
福
井
駅
に
着
き
、
そ
れ

ぞ
れ
母
の
待
つ
我
が
家
へ
、
形
な
き

お
土
産
を
持
っ
て
帰
っ
て
行
き
I
し

た
。

市
道
伏
石
？
上
打
波
線
完
成

　

市
道
、
伏
石
～
上
打
波
線
は
、
県

道
、
大
野
丿
川
六
呂
師
線
の
伏
石
地

係
を
起
点
に
、
落
合
、
堂
島
、
金
山

区
を
通
り
、
上
打
波
区
へ
通
ず
る
市

道
で
す
が
、
従
前
は
、
こ
の
道
幅
が

非
常
に
狭
く
、
大
型
自
動
車
の
通
行

も
困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
関
係
地
区

民
は
、
こ
の
市
道
の
補
修
拡
張
工
事

を
強
く
市
に
要
望
し
て
い
た
江
路
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
用
地
の
承
諾
や
、
諸

種
の
問
題
が
起
き
て
着
工
が
遅
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
春
二
月
八
〇
万
円

の
経
費
で
、
県
道
か
ら
延
長
二
八
九

・
四
メ
ー
・
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
の

拡
張
工
事
に
着
工
、
五
川
三
十
日
に

完
成
し
ま
し
た
。
（
写
真
上
は
、
用

地
交
渉
で
困
難
を
祠
め
た
白
山
神
杜

横
通
り
、
下
、
常
興
寺
横
通
り
）

気
温
は
高
め
中
旬
一
時
的
に
多
雨

ａ
固
嶽
口
口
回

〔
上
旬
〕
そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
ら
し
い

気
配
か
見
せ
る
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

の
高
気
圧
が
弱
い
た
め
降
雨
の
日
は

少
な
い
見
込
み
。
降
雨
量
平
年
並
で

す
。

〔
中
旬
〕
本
格
的
に
梅
雨
線
が
本

邦
を
横
断
す
る
た
め
、
曇
や
雨
の
日

が
俄
然
多
く
な
る
見
込
み
で
す
。
降

m
量
は
半
年
よ
り
梢
々
多
く
、
一
時

的
に
多
量
の
降
雨
を
見
る
日
が
あ
る

で
し
よ
・
｛
ノ
。
気
温
は
平
年
並
。

〔
下
旬
〕
梅
雨
前
線
の
北
上
の
た

め
、
一
時
天
気
が
回
復
し
た
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
本
格
的
で
は
な
い
で

し
ょ
・
｛
ノ
。
降
雨
量
は
平
年
並
、
気
温

は
や
や
高
め
で
し
ょ
う
。

税
務
署
移
転
の
お
知
ら
せ

　

大
野
税
務
署
で
は
改
築
の
た
め
当

分
の
間
、
一
1
下
、
万
1
屋
（
源
平

酒
造
）
裏
の
元
松
田
機
業
場
で
執
務

を
い
た
し
ま
す
。

簿
記
講
座

　

N
H
K
で
は
六
川
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で
、
午
後
七
時
十
五
分

か
ら
十
五
分
間
、
簡
易
簿
記
講
座
を

開
設
し
ま
し
た
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

油漕：淑漆：二T脊

健
一
国
保

の
保
健
活
動

と
い
う
こ
と

が
い
わ
れ
ま

す
が
、
ど
ん

な
こ
と
を
す

る
の
で
す
か

　

保
健
課
国
民
健
康
保
険
は
病
気

を
治
療
し
、
生
活
を
護
り
、
健
康
を

回
復
し
て
労
働
力
の
損
耗
を
な
く
す

る
の
が
目
的
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ

は
も
と
よ
り
大
切
な
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
に
も
ま
し
て
病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に
事
前
に
予
防
す
る
こ
と
が
よ

り
必
要
な
こ
と
で
す
。
そ
の
方
が
。

ま
た
皆
さ
ん
の
幸
福
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
国
保
財
政
の
上
か
ら
み
て

も
経
済
的
で
す
。
こ
う
申
し
ま
す
と

疾
病
予
防
活
動
と
い
っ
た
方
が
わ
か

り
易
い
か
も
知
札
ま
せ
ん
。

　

こ
の
活
動
の
範
囲
は
、
保
健
衛
生

観
念
の
普
及
か
ら
傷
病
の
予
防
、
病

気
の
早
期
発
見
及
び
ご
れ
ら
の
治
療

の
た
め
の
相
談
な
ど
多
方
面
に
わ
た

り
ま
す
。
全
国
の
例
を
見
ま
す
と
直

営
診
療
所
、
保
健
婦
が
こ
の
活
動
の

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
財
政
の
豊
か
な
国
保
で
は
短

期
人
間
ド
ッ
ク
、
温
泉
療
養
所
な
ど

も
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

　

大
野
市
に
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
ょ

っ
て
一
日
も
早
く
、
国
保
健
全
財
政

を
碩
立
し
て
保
健
活
動
施
設
の
充
実

完
備
を
い
た
し
、
更
年
期
病
対
策
や

こ
の
地
方
に
多
い
慢
性
神
経
疾
患
の

予
防
絶
滅
な
ど
に
力
を
注
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す



2
3
名
の
生
命
と
9
百
3
0
万
円
奪
う

恐
ろ
し
い
交
通
事
故

　

こ
れ
は
芦
リ
ー
フ
ー
小
説
の
一
節
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
起
き
て
い
る

全
国
の
交
通
事
故
の
被
害
で
す
。
こ

の
ほ
か
に
交
通
事
故
で
負
傷
し
て
い

る
人
は
一
日
に
四
六
二
名
を
数
え
て

い
ま
す
。
交
通
事
故
が
ど
ん
な
に
恐

ろ
し
い
も
の
で
あ
る
か
が
、
こ
の
数

字
を
見
た
だ
け
で
わ
か
る
と
思
い
ま

す
。

　

大
野
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
一

年
間
に
七
十
八
件
の
交
通
事
故
か
お

り
、
七
名
の
な
い
生
命
を
失
っ
て
お

り
、
負
傷
者
は
六
十
五
名
も
あ
り
ま

し
た
。
今
年
は
五
月
ま
で
に
早
や
十

五
件
が
発
生
し
て
い
て
、
死
者
一
名

負
傷
者
十
三
名
（
う
ち
重
傷
四
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
交

通
安
全
運
出
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
お

互
い
に
注
意
し
て
期
間
が
終
っ
て
も

街
頭
の
ぎ
せ
い
者
を
、
一
人
で
も
少

く
す
る
様
、
気
を
付
け
た
い
も
の
で

す
。
お
互
い
に
次
の
事
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

1
、
道
路
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど

　

を
し
な
い
よ
う
に
、
又
さ
せ
な
い

　

よ
う
に
。
幼
児
を
一
人
で
歩
か
せ

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

2
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
先

　

ず
立
ち
ど
ま
つ
て
左
右
の
安
全
を

　

確
か
め
て
か
ら
に
し
ま
し
よ
う
。

ろ
、
自
転
車
は
、
左
側
を
一
列
進
行

　

し
て
く
だ
さ
い
。
曲
が
る
と
き
に

　

は
手
の
合
図
を
お
忘
れ
な
く
。

4
、
歩
く
人
は
右
側
、
車
は
左
側
を

　

励
行
し
、
一
列
横
行
を
や
め
ま
し

人
は
右
側
通
行
、
車
は
左
側

皿iT………゜………゛’7°……n自≒．：’y7………？l

・

農
薬
の
悲
劇
を
な
く
し
よ
う

季節保育所

　

農
家
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
ま
た
農

薬
を
ま
く
時
期
に
は
い
り
ま
し
た
。

農
薬
か
ら
起
き
る
悲
劇
は
、
ち
よ
つ

と
し
た
取
扱
の
不
注
意
か
ら
起
き
る

事
が
多
く
、
と
く
に
有
機
燐
性
（
パ

ネコの手も借りたいというほど

忙しい農繁期には、農民の手ま

ラ
チ
オ
ン
、
ぺ
ス
ト
ッ
ク
7
、
メ
タ

ン
ス
ト
ッ
ク
7
）
は
非
常
に
毒
性
が

強
い
の
で
、
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

特
別
に
注
意
を
払
い
、
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
に
努
め
て
、
増
産
し
ま
し

といとなる子供の環境を良くし、安心して増産に励め

るよう季節保育所に重点を置いて、住民福祉の向上に

当っています。本年度は60ヵ所を計画しましたが、地

元からの設置希望は25ヵ所でした。

　

この25ヵ所では、毎朝6時ろO分から、午後6時ろO分まで

680名余りの児童が、親を忘れて今日も遊戯や紙細工に

余念なく遊んでいます。（遊戯をする児童伏石で）

よ
う
。
と
く
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ

一
、
農
薬
を
ま
く
と
き
は
、
区
ご
と

　

に
作
業
地
区
を
設
け
、
事
前
に
農

　

業
協
同
組
合
に
連
絡
し
て
か
ら
、

　

指
導
員
の
指
示
に
従
い
、
作
業
を

　

行
う
よ
う
に
す
る
。

二
、
作
業
は
成
る
べ
く
健
康
体
の
も

　

の
が
当
り
、
交
代
す
る
人
を
準
備

　

し
て
、
作
業
時
間
を
短
か
く
す
る

　

よ
う
計
画
す
る
。

三
、
作
業
す
る
人
は
、
防
毒
の
準
備

　

を
十
分
整
え
て
、
作
業
に
従
事
し

　

使
い
残
り
の
薬
剤
や
、
空
袋
な
ど

　

の
処
理
に
つ
い
て
も
、
細
か
い
注

　

意
を
払
う
よ
う
に
す
る
。

四
、
農
薬
散
布
地
域
内
で
は
。
子
供

　

を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
。

　

そ
の
付
近
で
は
、
生
水
、
青
物
な

　

ど
そ
の
ま
ゝ
飲
食
し
な
い
よ
う
に

　

注
意
す
る
。

な
お
家
畜
も
同
様
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

農
事
メ
モ

わ
ら
虫
の
話

　

好
天
に
恵
ま
れ
て
今
年
も
稲
は
順

調
に
育
っ
て
い
る
が
、
稲
が
早
く
か

っ
大
き
く
生
育
す
る
と
害
虫
は
好
ん

で
ょ
っ
て
く
る
。

　

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
被
害
も
か
な
り

発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
月
の
問
題

は
や
は
り
わ
ら
虫
一
化
期
の
防
除
で

あ
る
。
害
虫
に
抵
抗
す
る
に
は
そ
の

害
虫
の
発
生
経
過
や
虫
の
習
性
を
十

分
知
っ
て
置
く
こ
と
が
必
要
で
、
虫

の
最
も
多
い
し
か
も
抵
抗
力
の
弱
い

と
き
に
、
集
中
的
に
薬
剤
を
散
布
す

る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
一
害
虫
に
対
し
て
三
日
間
ぐ

ら
い
で
薬
剤
散
布
が
出
来
る
程
度
の

散
布
器
具
の
準
備
も
必
要
と
な
っ
て

来
る
。

　

わ
ら
虫
一
化
期
の
サ
ナ
ギ
期
間
は

十
一
日
～
三
十
二
日
で
、
平
均
二
十

二
日
、
こ
の
サ
ナ
ギ
か
ら
ガ
が
出
始

め
る
の
は
五
月
上
旬
か
ら
で
、
そ
の

最
盛
期
は
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬

終
期
は
七
月
中
旬
で
あ
る
。
一
口
に

二
化
メ
イ
チ
ュ
ウ
ー
化
期
と
云
っ
て

も
、
実
に
二
ヵ
月
半
に
亘
る
わ
け
で

あ
る
。
一
回
の
防
除
で
は
完
全
な
効

果
を
挙
げ
難
い
の
は
こ
の
た
め
で
、

労
力
の
都
合
さ
え
っ
け
ば
、
是
非
二

回
防
除
を
し
て
欲
し
い
。

　

ぎ
わ
ら
虫
の
ガ
は
、
羽
化
し
た
そ
の

夜
交
尾
し
て
、
翌
夜
か
ら
三
～
五
夜

に
亘
っ
て
卵
を
産
む
が
、
総
産
卵
数

の
約
半
分
を
第
一
夜
に
産
ん
で
し
ま

う
。
一
匹
の
メ
ス
の
産
む
卵
の
数
は

七
～
九
五
二
粒
、
平
均
三
一
〇
粒
で

こ
れ
を
五
～
八
卵
の
カ
ク
マ
リ
に
分

け
て
産
む
。
卵
の
期
間
は
一
化
期
の

場
合
七
～
十
日
、
平
均
八
日
余
で
あ

る
。

　

か
え
っ
だ
幼
虫
は
し
ば
ら
く
卵
殻

上
に
静
止
し
た
後
、
上
に
向
っ
て
歩

き
、
葉
先
に
至
る
と
一
部
の
も
の
は

糸
を
吐
い
て
下
が
り
、
風
に
依
っ
て

他
の
稲
株
に
移
る
が
、
多
く
は
又
葉

先
か
ら
戻
っ
て
来
て
そ
の
葉
サ
ヤ
に

食
い
込
む
。
一
匹
が
孔
を
開
け
て
入

る
と
、
そ
の
孔
か
ら
次
か
ら
次
へ
と

沢
山
の
幼
虫
が
入
っ
て
行
く
。
成
虫

は
特
に
窒
素
質
の
よ
く
効
い
て
出
来

過
ぎ
た
稲
、
或
い
は
早
く
田
植
さ
れ

た
稲
を
選
ん
で
卵
を
沢
山
産
む
。
稲

の
品
種
に
依
っ
て
卵
を
産
む
程
度
が

違
い
、
又
沢
山
卵
を
産
み
っ
け
ら
れ

る
よ
う
な
稲
で
は
、
幼
虫
の
生
育
も

良
く
死
虫
率
も
低
い
傾
向
が
見
え
る

　

こ
の
幼
虫
は
二
十
四
～
五
十
一
日

疋
上
均
三
十
九
日
で
サ
ナ
ギ
に
な
り
、

後
二
化
期
に
入
る
わ
け
で
あ
る
。
以

上
の
経
過
習
性
か
ら
考
え
て
、
薬
剤

散
布
は
フ
化
後
食
入
前
に
行
う
の
が

よ
く
、
所
謂
紅
心
枯
茎
が
出
て
か
ら

で
は
遅
い
わ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
発

生
期
間
が
長
い
の
で
実
際
的
に
は
六

月
十
日
頃
と
六
月
二
十
日
頃
の
二
回

に
薬
剤
散
布
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

西
三
番

西
部
地
区

幹
線
排
水
路
完
成

　

新
し
い
都
市
形
態

を
早
く
作
り
あ
げ
る

た
め
に
、
昭
和
三
十

二
年
度
か
ら
都
市
計

画
税
を
賦
課
徴
収
し

て
、
重
点
的
に
新
し

い
町
作
り
に
乗
り
だ

し
ま
し
た
。

　

寺
、
五
番
、
四
番

三
番
、
二
番
、
一
番

か
ら
中
野
地
係
へ
流
れ
る
排
水
路
は

こ
れ
ま
で
非
常
に
排
水
が
悪
か
っ
た

の
で
、
こ
の
地
係
の
人
達
か
ら
、
改

修
工
事
の
早
期
完
成
を
強
く
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
月
初
め
に
工

事
費
四
十
八
万
円
を
費
し
て
下
庄
小

学
校
横
か
ら
延
長
、
一
〇
二
メ
ー
ト

代
幅
一
・
四
メ
ー
ト
ル
を
五
月
二

十
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
続
い
て
、
こ
の
上
流
を
改
修

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

（
写
真
は
完
成
し
た
排
水
路
）



建
物
の
新
築
、
取
り
壊
し
の
場
合
は

　

新
し
く
住
宅
や
工
作
物
を
建
る
と

き
は
確
認
が
必
要
で
す
。
こ
の
手
続

を
し
な
い
と
、
用
地
を
買
入
れ
た
り

基
礎
工
事
を
し
た
後
で
建
築
用
地
と

し
て
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
必
ず
事
前
に
申
請
し
て
確

認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
確
認
申
請

書
と
工
作
物
許
可
申
請
書
の
必
要
な

建
物
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
都
市
計
画
区
域
内
で
、
建
物
の
面

　

積
が
延
ベ
ー
○
平
方
メ
ー
ト
ル
（

　

約
三
坪
）
以
上
の
と
き

O
都
市
計
画
区
域
外
で
も
、
建
物
の

　

面
積
が
延
べ
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

　

ル
（
約
一
五
〇
坪
）
以
上
の
と
き

O
建
物
の
床
面
積
が
I
〇
〇
平
方
メ

　

ー
ト
ル
（
約
三
〇
坪
）
以
上
の
学

　

校
、
病
院
、
診
療
所
、
劇
場
、
集

　

会
所
、
旅
館
、
共
同
住
宅
、
寄
宿

　

舎
、
自
動
車
車
庫
な
ど

O
三
階
以
上
の
建
物

○
木
造
以
外
で
二
階
以
上
の
建
物
、

　

ま
た
は
面
積
が
延
べ
二
〇
〇
平
方

　

メ
ー
ト
ル
（
約
六
〇
坪
）
を
こ
え

　

る
と
き

O
工
作
物
の
高
さ
が
ニ
メ
ー
ト
片
以

　

上
の
煙
突
、
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の

　

広
告
塔
、
記
念
塔
類
、
八
メ
ー
ト

　

歩
以
上
の
高
架
水
そ
う
、
サ
イ
ロ

　

ニ
メ
ー
ト
片
を
こ
え
る
よ
う
壁
。

な
お
、
都
市
計
画
区
域
外
で
も
、
床

面
積
が
I
〇
平
方
メ
ー
ト
声
以
上
の

建
物
の
建
築
ま
た
は
、
と
り
こ
わ
す

と
き
は
着
工
届
ま
た
は
、
除
却
届
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
請
書
の
用
紙
は
、
県
土
木

出
張
所
又
は
市
の
建
設
課
に
ょ
う
い

し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
用
紙
に
必
要

な
と
こ
ろ
を
書
き
入
れ
て
、
市
役
所

の
建
設
課
で
、
そ
の
建
築
場
所
が
都

市
計
画
街
路
や
、
市
道
計
画
に
支
障

が
な
い
か
を
調
べ
て
か
ら
、
県
土
木

出
張
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
全
国
の
建
築
行
政
の
基
礎

資
料
で
あ
り
、
建
築
動
態
を
正
確
に

知
る
た
め
に
行
な
う
の
で
、
決
し
て

課
税
の
対
照
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

五
輪
こ
け
む
す
義
景
の
墓

を
信
所
か
五
西
桜

栄
田
墓
今
が
の
は
繁
織
の

ヽ
者
地
春
年
き
在
年
る
街
ヽ

余
と
現
元
あ
市
く
百
の
ぐ
正
志
・
よ

て
景
寺
天
年
た
も

し
義
松
ぐ
後
し
光

と
｀
賢
・
・
霊
風
主
は
坊
た
前
慰
x
o

城
氏
六
し
年
し
て
る

の
倉
て
刃
余
立
つ
あ
谷
朝
れ
自
十
建
あ
も

乗
た
わ
に
八
を
に
で
一
つ
追
丿
百
塔
水
所

前
こ
に
地
三
の
清
名
越
ほ
長
の
ら
輪
閉
の

所
得
税
の
予
定
納
税
は

7
月
1
日
か
ら
3
1
日
ま
て

　

所
得
税
の
予
定
納
税
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
は
、
六
月
中
旬
頃
税

務
署
か
ら
通
知
が
届
く
と
思
い
ま
す

　

七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
、
前
年
分
と
同
じ
所
得
で
計
算

し
た
本
年
度
分
の
税
額
の
三
分
の
一

に
相
当
す
る
所
得
税
を
納
税
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
忘

れ
な
く
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
今
ま
で
納
税
義
務
の
な
か
っ

た
人
で
も
、
本
年
一
月
一
日
以
降
、

新
た
に
事
業
を
開
始
し
た
人
、
あ
る

い
は
相
続
に
よ
り
事
業
を
継
承
し
た

人
で
、
七
月
一
日
の
現
況
に
よ
り
納

税
義
務
か
お
る
事
と
な
っ
た
場
合
は

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
予
定
申
告

と
納
税
（
年
間
見
積
税
額
の
三
分
の

一
に
相
当
す
る
金
額
の
所
得
税
）
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
次
自
衛
官
募
集

　

二
等
陸
士
、
二
等
海
士
、
二
等
空

士
の
本
年
度
第
二
次
募
集
が
始
ま
り

ま
し
た
。
六
月
十
六
日
か
ら
七
月
二

十
日
ま
で
に
、
大
野
市
役
所
総
務
課

へ
願
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

声

若
い
魅
力
を
大
野
市
に

公
民
館
活
動
に

期
待

　

農
業
科
学
の
進
歩
は
、
五
年
続
き

の
豊
作
に
持
ち
込
み
そ
ペ
ノ
で
あ
る
。

豊
作
続
き
で
、
農
家
経
済
は
幾
分
好

転
し
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
か
、
あ
ち

こ
ち
と
、
新
し
い
家
が
点
々
と
建
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を

思
え
ば
実
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
こ
と
で

あ
る
。
今
後
さ
ら
に
豊
作
が
続
い
て

農
村
の
至
る
所
に
新
し
い
家
が
建
ち

並
ん
で
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
新
し
い
家
が
建
つ
た
か

ら
と
い
っ
て
、
農
家
生
活
に
新
し
い

家
に
ふ
さ
わ
し
い
新
生
活
か
実
現
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
思
う

と
き
実
に
暗
い
影
を
残
し
て
い
る
感

が
す
る
。

　

依
然
と
し
て
、
た
だ
広
い
台
所
、

薄
暗
い
部
屋
、
不
衛
生
的
な
イ
ロ
リ

の
存
在
、
浴
場
設
備
の
不
調
整
、
関

取
の
不
合
理
、
な
ど
種
々
あ
る
と
思

う
。
ま
た
、
新
し
い
家
に
相
応
し
た

新
し
い
農
業
経
営
の
方
法
、
食
生
活

の
あ
り
方
な
ど
数
限
り
の
な
い
ほ
ど

多
く
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

　

そ
の
区
内
に
あ
つ
て
も
、
ま
た
そ

の
家
庭
内
に
あ
つ
て
も
、
新
し
い
感

覚
と
、
古
い
感
覚
と
調
整
が
う
ま
く

取
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
調
整
や
新
生
活
面

へ
の
指
導
に
公
民
館
活
動
が
深
く
介

入
し
て
、
一
日
も
早
く
明
る
い
新
生

活
か
で
き
て
、
若
い
青
年
の
楽
し
い

大
野
楽
園
の
蔓
が
早
く
実
を
結
ぶ
よ

う
に
、
公
民
館
活
動
の
活
発
化
を
期

待
す
る
。
（
土
打
T
生
）

第
四
回
県
下
都
市
職
員
体
育
大
会

柘
日
・
1
4
日
四
〇
〇
名
が
来
野

　

県
下
都
市
職
員
の
親
ぼ
く
と
、
体

位
の
向
上
を
目
的
と
し
た
県
下
都
市

職
員
体
育
大
会
は
、
大
野
市
で
六
月

十
三
、
十
四
日
の
両
日
開
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
三
日
午
後
一
時
か
ら
有
終
中
学

校
校
庭
で
約
四
〇
〇
名
の
選
手
や
関

係
者
が
集
っ
て
、
開
会
式
が
あ
り
、

こ
の
大
会
の
幕
が
切
ら
れ
ま
す
。

　

競
技
種
目
は
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
、
バ

レ
ー
、
卓
球
の
六
種
目
で
、
野
球
は

有
終
中
学
校
グ
ー
フ
ン
ド
、
大
野
高
等

学
校
グ
ー
フ
ン
ド
、
バ
レ
ー
、
テ
ニ
ス

は
市
営
コ
ー
ト
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

有
終
西
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
卓
球
、

有
終
南
小
学
校
屋
内
体
操
場
。
ソ
フ

ト
ポ
ー
ル
、
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で

行
わ
れ
、
翌
十
四
日
午
後
三
時
に
有

終
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
表
彰
式
や

閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

ジ
ア
地
域
で
、
現
在
十
五
億
人
に
の

ぼ
っ
て
い
る
が
、
四
十
年
あ
と
に
は

三
十
九
億
人
と
総
人
口
の
六
二
％
を

占
め
る
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
調
子
で
ふ

え
て
行
っ
た
ら
や
が
て
地
球
上
に
住

む
土
地
が
な
く
な
る
ば
か
り
か
食
糧

も
欠
乏
し
て
く
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ

る
。

　

最
近
若
い
夫
婦
の
中
に
は
職
場
結

婚
を
す
る
人
も
多
く
、
ま
た
共
か
せ

ぎ
を
し
て
い
る
人
が
ふ
え
て
い
る
た

め
若
夫
婦
の
産
児
制
限
は
驚
く
ほ
ど

徹
底
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
出
生
率

は
二
十
二
年
当
時
千
人
当
り
三
四
・

三
％
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
十

七
・
二
％
と
半
分
に
減
少
。
こ
れ
は

国
連
で
も
他
に
類
が
な
い
と
い
っ
て

び
っ
く
り
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
年

隔
百
五
十
万
人
以
上
の
赤
ち
ゃ
ん
が

誕
生
し
て
い
る
の
が
実
情
。

　

総
人
口
九
千
二
百
万
人
、
昭
和
四

十
五
年
に
は
一
億
人
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
わ
が
国
は
、
人
口
数
の
上
で

は
中
国
、
イ
ン
ド
、
ソ
ビ
エ
ト
、
ア

メ
リ
カ
に
次
い
で
第
五
位
だ
が
、
一

平
方
キ
ロ
当
り
の
人
口
密
度
で
み
る

と
、
こ
の
面
積
に
わ
ず
か
一
人
と
い

う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
低
に
対
し

て
、
沖
繩
を
含
む
日
本
は
こ
の
同
じ

面
積
に
二
四
九
人
も
ひ
し
め
き
あ
っ

て
い
て
世
界
最
高
で
あ
る
。

　

な
に
し
ろ
、
世
界
中
が
医
療
施
設

の
完
備
と
新
薬
の
相
次
ぐ
発
見
で
死

亡
率
が
ぐ
ん
ぐ
ん
低
下
し
、
わ
が
国

で
も
こ
と
し
は
女
の
平
均
寿
命
が
六

九
歳
、
男
も
六
五
歳
に
は
な
る
と
い

う
。
そ
こ
で
、
な
ん
と
か
赤
ち
ゃ
ん

の
誕
生
の
方
だ
け
で
も
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
け
れ
ば
と
い
う
わ
け
で
家
族

計
画
が
叫
ば
れ
て
い
る
上
わ
け
。
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